
「ぐんまAgri×NETSUGEN 共創」実証事業

最終報告会

J クレジット中干し延⾧の簡易データ収集方法
および

乾燥ストレスによる収量減のリスク回避手法
の開発

株式会社フェイガー
2025.3.13
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世界をもっとサステナブルに。

社会にもっとフェアネスを。

私たちは、

農家向け脱炭素施策の収益化と、

カーボンクレジットの

流通サポートを行っています。

株式会社フェイガー
（英語表記 Faeger Co. Ltd.）

社名

〒100-0004 東京都千代田区大手町2-2-1 新
大手町ビル3階 0 Club本社所在地

＋81（03）6824 -0769電話番号

2022年7月創立

1億 円（2024年10月現在）資本金

インキュベイトファンド
東京海上日動火災保険
農林中央金庫
環境エネルギー投資

主要株主

50 名（業務委託含む）従業員数

農業由来クレジットの生成と販売
+ 対候性ソリューションの提供

事業内容

会 社 概 要
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事業の背景

原因 温室効果ガスが排出される

農業

1/10
第1次産業

1/4

課題 農業において実害が出はじめている

水害・干ばつ
（水不足/豪雨）

農業生産への影響

施設被害
（台風の激化）

高温障害
(猛暑/干ばつ)

対策 変化した気候への適応策と進行を食い止める緩和策

地球温暖化を緩和 地球温暖化に適応

気象変動
強風被害・洪水被害

気象変動の影響
生産性・品質の低下

全員で排出量を削減

中干し延⾧

動機が生まれづらい

耕種方法の工夫

品種 資材

クレジット

努力への
対価

国・世界で温室効果
ガスを減らす。

自社の収益に
直接影響

バイオ炭

•
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農業由来カーボンクレジットの生成と販売

農家と共同して脱炭素農業を推進

協力農家

１

企業様

農家様と協力してカーボンレジットを生成 企業様のカーボンクレジット調達をサポート

取組の成果をクレジット化2

＝

J-Credit, ボランタリークレジット

収益を還元３

当社の農業由来クレジットの販売4

クレジットの活用（オフセット）５

販売

活用
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クレジット生成に関わるパートナー（2025年1月現在）

生産者様が取り組みやすいスキーム（入口を選択できる環境）づくりを目指しています。

衛星サービス

栽培管理アプリ

資材販社

コンサルティング

コメ卸

営農支援
流通

金融。地域振興

農機リースｘクレジット

農機

農機

農薬メーカー
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Jクレジット国内実績、対候性ソリューション支援サービスの開発

• Jクレジット事業で関わりのある稲作の生産者は、高温・乾燥による収量・品質の低下の課題を抱えている
• 同事業で蓄積した知見/情報を用いて、生産性・収益向上/労働軽減/に資する栽培レシピ化サービスを開発した
• 内容は、地域や生産者の耕種方法に沿って、高温・乾燥による収量・品質の低下を抑制し、増益させる耕種技術の組み合わせと資材の提案

Jクレジット（中干し延⾧）の取組状況：2024年

30,000 
ヘクタール

対象面積

参画地域（39道府県）

北海道、青森県、岩手県、
宮城県、秋田県、山形県、
福島県、茨城県、栃木県、
群馬県、埼玉県、千葉県、
新潟県、富山県、石川県、
福井県、山梨県、岐阜県、
⾧野県、静岡県、愛知県、
京都府、三重県、滋賀県、
兵庫県、広島県、岡山県、
鳥取県、島根県、愛媛県、
山口県、徳島県、香川県、
大分県、熊本県、宮崎県、
沖縄県

契約生産者数

1,500戸（契約済）

2024年実績

取り組み規模
：大 ：中 ：小
：未実施地域

150,000 
ヘクタール

2025年目標

R&Dの取組み

既存の農地での
持続可能な

生産性の向上

持続可能性な農業

『農家』のくらし

地球を維持 (気象変動対策）

儲かる
（収益性）

たくさん
作る

（生産性）

『国』への食料供給

『地球』の持続 ←Jクレジット

フェイガー社が提供する農業支援サービスの要素

たくさん作る
気象変動（適応策）

儲かる
生産者の収益性向上

地球を維持する
気象変動（緩和策）

Jクレジット バイオスティミュラント

機能性バイオ炭

環境記憶種子

栽培環境で
カスタマイズ

（レシピ化）し、
生産者へ提供

耕種技術
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•

メリットが薄い

課題 解決手段 目標

Jクレジット申請の簡易化

工数がかかる

減収リスク

乾燥ストレスの可視化

• 水位センサー導入
• 申請システムの開発

※システムは、本実証試験対象外

• pFメータの導入
• バイオスティミュラント

の併用

群馬県内の水稲生産者が、
Jクレジット中干し延⾧に取組み、
農業起点の脱炭素化が促進される。

1. Jクレジット申請を簡易にするた
めの手法が開発される。

2. 申請マニュアルが整備される。

3. 普及活動が実施される。

普及活動
• データからガイドライン作成
• 関係者への説明会
• 生産者からの課題ヒアリング
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•

•

ガイドライン作成と推進活動

1. 申請マニュアルの作成
• 実証試験結果を反映したJクレジット申請

の生産者向けガイドラインを作成

2. ヒアリング調査の実施
• 中干し延⾧を実施するにあたり、課題とな

る事項について、2024年にお申込みいただ
いた生産者10戸/社に対してヒアリング調
査を実施し、課題を洗い出し、対策を検討。

3. 事業説明会の実施
• 上記のガイドラインを用いて、ご要望のあ

る機関・団体に対して、説明会を実施。

栽培試験/実証試験

 食用米（こしひかり）での実証試験
• 日減水深4㎜の一般的な圃場で実施
• ブランド米における品質への影響を評価

 WCS（ツキスズカ）での実証試験
• 日減水深が約70mmの水持ちが悪い圃場に

て実施
• 飼料米の収量性の低下への影響を評価

 対候性資材の栽培試験
• ４つの資材と中干し延⾧を組み合わせた試

験を実施。
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①実証試験_食用米こしひかり

•

•

結果調査項目

17.1 cm穂⾧

352.5 本穂数(本/m2)

75.0 粒１穂粒数(粒/穂）

96.6 %登熟歩合

30.1 g千粒重（籾）

780 kg籾収量(kg/10a) 14%M.C.

553 kg玄米収量（kg/10a) 14.5%M.C.

665 kg藁乾物重（kg/10a)

１等級米等級（粒厚分布）
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①実証試験_pFメータの導入による乾燥ストレスの可視化（減収リスク軽減）

• pFメータを設置し、中干し延⾧期間中のイネに対する乾燥ストレスを可視化。今期は一度も乾燥ストレスはかからない結果となった。
• 実証試験を通じてpFメータの導入により、土壌水分の変化を察知し、乾燥ストレスを避けることが可能であることが明らかになった。
• 導入費用は9,800円。8年間の使用とすると、1,225円/年。

  

3月 ・・・4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

時
期

イ
ネ

生
育

田植え 中干し 出穂 収穫播種

乾
燥

ｽﾄ
ﾚｽ

pF
メ

ー
タ

1.pFメータの設置 2.中干し開始からpF値の変化を確認

中干し期間に土壌水分が低下する   pF 1.5pF 1.5以下

pF1.5以上で水稲への乾燥ストレス開始
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②実証試験_WCS

• WCSを対象に中干し延⾧を実施。全重の調査を実施（籾・玄米の収量の調査は未実施。）
• 全重（風乾）は、1.47t/10aであり、減収の傾向はない（良好）。

結果調査項目

105.3稈⾧ (cm)

148.4穂数(本/m2)

14.9穂⾧（㎝）

1.47全重 (ton/10a)

基礎情報

ツキスズカ（WCS)品種

6/26移植日

8/3 – 8/21 (19日間）中干し期間

9/1落水日

10/15収穫日
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②実証試験_WCS_イネへの乾燥ストレスの評価

• 土壌pF（根が吸える水分があるかを示す指標、水稲はpF1.5以上が乾燥ストレスがかかっている状態）を測定。
• 中干し期間は、8/3 – 8/21。田植えから収穫までの生育期間の75％で乾燥ストレスがかかっていた。
• WCSの収量は、1.47トン/10aであり、減収は認めれなかった。

中干し期間 (19日間)
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申請負担
軽減

収量/品質
低下

メリットが
ない

その他

n = 9

中干延⾧に取組む際の懸念事項

• 現状の課題を把握を把握するため、群馬県内で弊社クレジットサービスをご契約いただいた農業者11社に対してヒアリ
ングを実施。（クレジット申請済5社、未申請6社）。

• 2025年、群馬県内の中干し延⾧クレジット事業は、面積59ha、クレジット量83t-CO2の見込み。

③クレジット申請意向の農家への聞取り調査

生産性への影響
が小さい

増益 環境配慮 申請負荷が
少ない

その他

n = 9
中干延⾧に取組む理由

はい いいえ 未回答

説明を受けて懸念は解消されたか？







n = 9
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④申請マニュアルとパンフレットの作成
• 実証事業で得られた成果を基にJクレジット申請マニュアルとパンフレットを作成

Jクレジット申請マニュアル パンフレット
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④申請マニュアル_水位センサー導入による圃場データ収集の簡略化
• 日減水深測定は、田植え後1週間以内に、かつ降雨日を避けて、また、中干し写真も開始収量日にタイムリーにとる必要がある。
• 水位センサーの導入により、「日減水深測定」、「中干し開始・終了時の写真撮影」が省略可能。
• 水位センサーの導入費用は、2.5万円/台。Jクレジット申請期間（8年間）使用すると、3.125円/年で導入可能。

  

3月 ・・・4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

  

時
期

イ
ネ

生
育

田植え 中干し 出穂 収穫播種

慣
行

水
位

ｾﾝ
ｻｰ

3.データ回収/提出

日減水深測定

不要

2.水位計の設置1.受信機の設置 水位データから中干し開始日と収量日を検知

中干し写真撮影ｘ2回

不要

4. 50%出穂日記録

水位センサーによるデータ取得/提出方法
1. 受信機の設置（通信エリア外の場合）
2. 水位センサーの設置（スマホで動作確認）
3. 中干し延⾧終了後に、ファーモ社HPで

データを回収し、該当データをPDFでフェイ
ガー社アプリ上でアップロード（提出）
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•

•

⑤生産者様への説明会

前橋市 伊勢崎市
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乾燥ストレスを緩和する資材（菌根菌、ギャバ、不飽和脂肪酸、および酢酸）の栽培試験を実施する。

（減収するレベルの乾燥ストレスをかけるため、フェイガー社の実証圃場で実施する）

データ解析により得られた知見を基に、有用な資材が選定される。

データ解析

生産者に対する説明会

脱炭素対策（中干し延⾧）に取組む生産者の減収リスクが軽減されるあり姿

成果

活動

脂肪酸

菌根菌 ギャバ

酢酸

乾燥ストレス

課題 手段

バイオスティミュラント

未定
候補の選定試験

推奨資材候補

成果3安価・簡易処理な手段を選択
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•

•
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•

•



23©2025-FAEGER. All Rights Reserved

成果3成果1 成果2

Jクレジット申請のデータ
収集を簡易化

乾燥ストレス度合を可視
化し、減収リスクを低減

乾燥ストレスを緩和する
資材の提案

CO2
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今後の課題

水位センサー
Jクレジット申請の簡易化

• クレジット申請データ取
得の簡易化技術の開発

pFメータ
乾燥ストレスの可視化

• イネの乾燥ストレスの可
視化手法の開発

乾燥ストレスの軽減

• バイオスティミュラントによる
環境ストレス低減。

• 水管理（飽水管理）や肥培管理
等、耕種方法の導入。

既存水管理工数の低減
• 自動水門の導入による、既存作

業も含めた工数削減技術の最適
化

今回の成果 今後の展望

• 本実証試験では、水位センサーの導入による「Jクレジット用データ取得の簡素化」、およびpFメータの導入による「乾燥ストレスの可視
化」を検証し、サービスの提供が可能となった。

• 今後は、水位センサー導入を昇華させ、自動水門の導入により、水管理も自動化（Jクレジットに限らず、生産者の工数低減に貢献）
する。また、pFメータで可視化した乾燥ストレスを含む環境ストレスを低減するためのサービスの開発に着手する。
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条件別クレジット生成量リスト (1/2; 北海道~北陸)

有機物無施用堆肥施用 (1t/10a以上)稲わらすき込み (9割以上)北海道

1.37.37.4排水不良 (7.5mm/日未満)

0.23.03.0日排除 (7.5mm/日以上12.5mm/日未満)

0.22.22.24時間排除 (12.5mm/日以上)

有機物無施用堆肥施用 (1t/10a以上)稲わらすき込み (9割以上)東北

1.77.58.0排水不良 (7.5mm/日未満)

0.84.14.4日排除 (7.5mm/日以上12.5mm/日未満)

0.73.84.04時間排除 (12.5mm/日以上)

有機物無施用堆肥施用 (1t/10a以上)稲わらすき込み (9割以上)北陸

0.44.65.8排水不良 (7.5mm/日未満)

0.33.44.2日排除 (7.5mm/日以上12.5mm/日未満)

0.23.03.74時間排除 (12.5mm/日以上)

※ 毎年の最新データに応じて若干の変更あり

注意点：日減水深は、水の蒸発速度等を考慮するため、実測値に1.22をかけた数値が基準となります。

(基準)7.5mm→(実測)6.1mm (基準)12.5mm→(実測)10.3mm

（ 2024年5月改正）

 (単位 : t-CO2/ha/年)
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条件別クレジット生成量リスト (2/2; 関東~九州・沖縄)

有機物無施用堆肥施用 (1t/10a以上)稲わらすき込み (9割以上)関東
0.22.62.5排水不良 (7.5mm/日未満)
0.21.41.4日排除 (7.5mm/日以上12.5mm/日未満)
0.21.81.74時間排除 (12.5mm/日以上)

有機物無施用堆肥施用 (1t/10a以上)稲わらすき込み (9割以上)東海・近畿
0.23.94.2排水不良 (7.5mm/日未満)
0.01.01.1日排除 (7.5mm/日以上12.5mm/日未満)
0.11.31.44時間排除 (12.5mm/日以上)

有機物無施用堆肥施用 (1t/10a以上)稲わらすき込み (9割以上)中国・四国
0.64.74.4排水不良 (7.5mm/日未満)
0.11.11.0日排除 (7.5mm/日以上12.5mm/日未満)
0.21.91.84時間排除 (12.5mm/日以上)

有機物無施用堆肥施用 (1t/10a以上)稲わらすき込み (9割以上)九州・沖縄
0.22.51.7排水不良 (7.5mm/日未満)
0.11.40.9日排除 (7.5mm/日以上12.5mm/日未満)
0.11.71.14時間排除 (12.5mm/日以上)

 (単位 : t-CO2/ha/年)

※ 毎年の最新データに応じて若干の変更あり。上記の排水量の数値は「実測値×1.22」で表記されています。実測値ではございません。

（ 2024年5月改正）



水稲の中干し延⾧で

追加収入を得られるサービス
ご存知ですか？

水稲の中干し期間を延⾧すると温室効果ガスであるメタ
ンの排出量が減ります。生産者の皆さまは、その温暖化
対策の成果を企業に売ることで追加収入を得られます。

取り組みを実施するための農家さまの負担費用は0円です。

次の を行っていただくことで追加収入を得ることができます。

農 家 の 皆 さ ま が 行う こと は？

農 家 の 皆 さ ま F A E G E R

１ 2 3

通常の中干し 中干し期間を延⾧ ※従来の中干期間から7日間延⾧

CH4
CH4 CH4

3

4

－ 日減水深を水位センサーや定規で測定

1 過去の中干し期間の記録を提出する

中干し期間を延⾧し、撮影・記録
－ 栽培管理ごと代表圃場1筆で写真撮影

写真や記録をオンラインシステムを
通じて提出する5

4

2 カーボンクレジット申請

3 認証取得

4 現金（基準価格）を
生産者さまにお支払い

5 企業に販売

生産者様の
リスクなし!

田植え期に代表1筆で水位を測定

2 営農計画書等の圃場情報を提出し、
栽培管理グループを作成

5

1 申請に向けた取組み支援

 地域：群馬県
 栽培面積：10 ha
 クレジット収入：105,000円
※排水性（7.5㎜/日未満）、稲わら全量すき込みの場合

 申請開始：2025年

取り組み事例

収量は平年より増え、
品質も平年と変わりなかった。
今年初めて中干延⾧をしたが、
稲もしっかりたっていてよかった。

生産者の
コメント



農業でのカーボンクレジット活用に関するお問い合わせはこちら

Q

A

中干し延⾧は収量や品質に影響が出
ると聞いたけど...

状況により異なりますが、現在の中干し期
間が1週間程度なら延⾧しても大きな影響が
出ない場合が多いので、
まずはお気軽にご相談ください。

Q

A

雨が降った場合は中干し期間はどう
なりますか？

中干し期間は取水口と排水口の開閉のみで
確認しますので、雨で水が入ってしまって
も関係なく申請可能です。

Q

A

申請するのは大変なのでは？

本業に支障が出てしまうのは本末転倒です
ので、スムーズに申請いただけるようPCや
スマートフォンで操作できる専用の申請シ
ステムをご用意しています。

Q

A

申請してもお金がもらえないと聞い
たことがあるけど...

弊社は生産者様のご負担を軽減させるため、
企業への販売可否に関係なく、認証が取得
できた時点で報酬をお支払いしています。

高価格で買い取り リスクゼロで申請可能

安心の信頼実績 技術情報のご提供の強み

クレジットの品質を高めて
高価格買取を実現

クレジットの全量買い取り
+初期費用ゼロ

JAグループ、
大手農機メーカー様等との連携

申請作業の負担軽減や
高温/乾燥ストレス対策案のご提供

RISK

CONTACT

株式会社フェイガー TEL 03-6824-2865
e-mail agri-jp-application25@faeger.coフェイガー

https://faeger.company/ 

ご入会にあたり詳細な内容を知りたい方はこちら

開催日時：毎週火曜日
開催時間：16：00～17：00
開催形式：ZOOMウェビナー QRコードから事前登録をお願いいたします

【株式会社フェイガー主催 オンライン説明会2025】
水稲中干し延⾧によるカーボンクレジット生成と収益化について
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水位センサー導入による圃場データ収集の簡略化
• 日減水深測定は、田植え後1週間以内に、かつ降雨日を避けて、また、中干し写真も開始収量日にタイムリーにとる必要がある。
• 水位センサーの導入により、「日減水深測定」、「中干し開始・終了時の写真撮影」が省略可能。
• 水位センサーの導入費用は、2万円/台。Jクレジット申請期間（8年間）使用すると、2,500円/年で導入可能。

  

3月 ・・・4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

時
期

イ
ネ

生
育

田植え 中干し 出穂 収穫播種

慣
行

水
位

ｾﾝ
ｻｰ

3.データ回収/提出

日減水深測定

不要

2.水位計の設置1.受信機の設置 水位データから中干し開始日と収量日を検知

中干し写真撮影ｘ2回

不要

4. 50%出穂日記録

水位センサーによるデータ取得/提出方法
1. 受信機の設置（通信エリア外の場合）
2. 水位センサーの設置（スマホで動作確認）
3. 中干し延⾧終了後に、ファーモ社HPで

データを回収し、該当データをPDFでフェイ
ガー社アプリ上でアップロード（提出）
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日付 時刻 水位
2024/6/26 07:50 5.5
2024/6/26 08:00 5.5
2024/6/26 08:10 5.0

2024/6/26 12:20 0.0

2024/7/18 08:00 0.0
2024/7/18 08:10 2.0
2024/7/18 08:20 3.0

Jクレジット申請用の日減水深/中干し期間の水位データ
• 水位計を導入し、日減水測定と中干し開始時と終了時の写真撮影を省略する場合、クレジット申請用の水位データは、

ファーモ社のホームページで、水位計IDを入力することで入手可能（エクセル）。
• 日減水深・中干し期間を示すデータが分かるように色付けするなどしてフェイガー社へ提出する（PDF）。

日減水深データ 中干し期間の記録データ

・
・

・

・
・

・

・
・

・

日付 時刻 水位
2024/5/22 23:50 7.2
2024/5/23 0:07 7.2
2024/5/23 0:22 7.1

2024/5/24 0:07 3.2
2024/5/24 0:22 3.1

日減水深は、降雨が認められない24時間を選択し
て提出。ただし、田植え後10日間以内のデータ。

・
・

・
・

・
・

中干し開始は、水位の減少の始点データから、水位
数センチ上昇した終点データまでを提出する。

・・ ・

24時間

23日間
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pFメータの導入による乾燥ストレスの可視化（減収リスク軽減）
• pFメータを設置することで、中干し延⾧期間に、イネに乾燥ストレスがかかる前に、土壌水分の変化を目視で確認することで、無理な中
干し延⾧や、減収リスクを避けることが可能。 導入費用は9,800円。8年間の使用とすると、1,225円/年。

  

3月 ・・・4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

時
期

イ
ネ

生
育

田植え 中干し 出穂 収穫播種

乾
燥

ｽﾄ
ﾚｽ

pF
メ

ー
タ

1.pFメータの設置 2.中干し開始からpF値の変化を確認

中干し期間に土壌水分が低下する   pF 1.5pF 1.5以下

pF1.5以上で水稲への乾燥ストレス開始


